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核融合科学研究所(核融合研)では「ヘリカル

型原型炉」の設計研究や核融合炉の製作に必要

な工学研究を進めている[1]。原型炉は多くの機

器で構成された複雑な構造になる見込みであ

り、その設計では建設時の組み立て工程や稼働

開始後の保守手順などを考慮する必要がある。

核融合研では、この保守作業手順やクレーン装

置の設計・研究も行っている[2]。 
 設計用ソフトウェアを使って通常のパソコ

ン画面に設計データを表示した場合、３次元情

報を２次元面に投影するために奥行き情報が

失われ、部品の立体構造や３次元的な位置関係

の把握は困難である。本研究では、炉内部品の

位置関係や部品の動きを正確に３次元で確認

できるようにするため、核融合研の没入型バー

チャルリアリティ(VR)装置[3]CompleXcopeに
おいて３次元CADデータの評価検証支援ツー

ルVirDSE[4]を用いて、カートリッジ型ブランケ

ットシステムCARDISTRY-B2[5]による原型炉

設計データFFHR(Force Free Helical Reactor)を
VR空間に投影した[6,7]。 
 本システムでは、設計データをVR空間に投影

して、自分自身が原型炉の中や傍らに立って部

品の動きを眺めたり、歩いて視点を変えたりす

るなどして、部品の位置関係をあらゆる方向か

ら確認できる。また、図１のようにVR空間に投

影したバーチャルな「手」でCARDISTRY-B2の
部品を把持して移動させることもできる。この

部品を脱着する際に他の部品との干渉を確認

することができる。 
 CADISTRY-B2のブランケットは複雑な構造

を持つ複数の部品で構成され、それらが寄木細

工のように組み合わさり、全体としても複雑な

構造を持つ。そのため、部品の脱着には垂直・

水平方向の移動や部品を傾斜させる動きが必

要な場合がある。このような複雑な動きをVR

空間で検証して、その動きの軌跡を幾何座標変

換行列として保存できるので、この軌跡データ

をクレーンの動作や設計に活かしたいと考え

る。重力の効果や持ち上げたときの振動など物

理的な効果がこのシステムには含まれないの

で、今後、機構解析やモデル計算、ミニチュア

実験の結果を本システムに取り入れ、より正確

な検証を行えるようにしたいと考えている。 
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図 1：VR 空間でバーチャルな手によっ

て部品をつかんでいる様子。 
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